
平成30年度
第２回 豊田市自転車利用環境整備推進会議

平成3１年3月15日（金）

～豊田市の現状と課題及び基本方針案～

資料６



1目次

1.豊田市の自転車に関する現状

2.自転車活用推進計画の方針案



豊田市の自転車に関する現状 2１

（１）自転車に関する現状整理の視点
○自転車の現状について、安全面、利用面の視点で下記項目について整理。
また、自転車利用の推進の視点をふまえ、観光面、健康面での取組を整理。

視点 項目
【安全面】
自転車の交通事故状況

○自転車の交通事故死傷者の推移と近年の傾向
○年齢別にみた自転車の交通事故発生状況と割合
○自転車の交通事故発生場所
○事故類型別の自転車の交通事故発生状況
（参考）・愛知県内における自転車保険条例化の動き

・愛知県における自転車死亡事故のヘルメット着用率
【利用面】
自転車の利用状況

○交通手段に占める自転車の割合
○都市別にみた通勤・通学時の自転車分担率
○目的別にみた自転車、自動車の利用割合
○自転車の駐輪環境、放置自転車の推移
（参考）・全国の自転車保有台数の推移

・豊田市における健康状況（メタボリックシンドロームの状況）

【観光面・健康面】
自転車の活用推進に関する取組

○おいでんバスを活用したサイクリングプラン
○エコ交通を進める会における自転車活用推進の取組
（参考）・愛知県における豊田安城サイクリングロードの取組
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（２）自転車の交通事故状況 ①自転車の交通事故死傷者数の推移
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〇自転車の交通事故死傷者数は、長期的傾向としては交通事故死傷者数と連動して減少傾向である。
〇ただし、総事故死傷者数に占める自転車の交通事故死傷者数の割合は近年増加傾向である。

出典：とよたの交通事故から豊田市が作成
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（２）自転車の交通事故状況 ②自転車の交通事故死傷者数の近年の傾向

〇約５年前の平成22～24年の3か年と平成27～29年の3か年を比較すると、「自転車の交通事故死傷者
数」は減少している。（Ⅰ、Ⅱ）
○一方、自転車と歩行者の交通事故死傷者数は増加している。（Ⅲ）

出典：愛知県警から提供された事故統計データ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

※とよた快適自転車プラン策定平成27策定。策定以前との比較
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（２）自転車の交通事故状況 ③年齢別にみた自転車の交通事故発生状況

○年齢別に自転車の交通事故発生状況をみると、特に高校生以下の年代（15才以下、16～19才）が
突出している。また、次に多い世代としては、30代、40代の世代が続いて多い。
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出典：愛知県警から提供された事故統計データを基に、事故当事者の年齢の記載がある年を集計（H27～H29の３か年の計）

年齢別にみた自転車の交通事故発生件数（H27-H29）
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（２）自転車の交通事故状況
③年齢別にみた自転車交通事故死傷者数の割合

○年齢別の割合では、高校生以下の年代（15才以下、16～19才）44.7％と愛知県平均（33.4%）
と比べ高い。

出典：愛知県警から提供された事故統計データを基に、事故当事者の年齢の記載がある年を集計（H29）
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（２）自転車の交通事故状況 ④自転車の交通事故発生場所

○場所別に自転車の交通事故発生状況をみると、交差点での交通事故が全体の約８割を占めており、そのう
ちの約６割は無信号交差点で発生している。

出典：愛知県警から提供された事故統計データ（H25-29）を基に豊田市が作成

その他広場等, 1.0%

単路, 17.5% 信号交差点, 23.3%
無信号交差点, 

58.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊田市における場所別自転車の交通事故発生状況

※過去５か年(H25～H29)の事故統計データから、場所、事故類型、道路種別の分析結果

約8割
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（２）自転車の交通事故状況

○事故の類型別にみると、自転車の交通事故の約半数が出合頭である。
※過去５か年(H25～H29)の事故統計データから、場所、事故類型、道路種別の分析結果

出合頭 53.1%

車その他

12.5%

右左折 28.9%

正面衝突 1.6%

すれ違いその他0.2%

自転車単独 2.0%
追突 0.6% 自転車×自転車0.3%

自転車×歩行者0.7%

事故類型別にみた自転車の交通事故発生状況（H25-H29）

N=1467

⑤事故の類型別にみた自転車の交通事故発生状況

出典：愛知県警から提供された事故統計データを基に豊田市が作成
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（２）自転車の交通事故状況

○愛知県内で自転車保険加入の条例化の動きが進んでいる。
○全国の自転車保険加入義務の自治体では、加入率が上がっている。

＜参考＞愛知県内における自転車保険の条例化の動き

出典：名古屋市HP

愛知県内における自転車保険加入の条例化状況

名古屋市チラシ 知多市チラシ 豊川市チラシ

出典：知多市HP 出典：豊川市HP

市町村名 施行時期 保険加入の状況 ヘルメット着用の状況

知多市 H28.4 努力義務 努力義務（幼児、児童
の保護者）

名古屋市 H29.10 義務化 努力義務（高齢者）

豊川市 H30.4 努力義務 努力義務（幼児、児童、
生徒の保護者）

豊橋市 H31.4（予定） 義務化予定 未定

全国における加入義務自治体における加入率

出典：第１回自転車の運行による損害賠償保障制度のあり方等に関する検討会資料
（国土交通省 自転車活用推進本部）
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（２）自転車の交通事故状況

○愛知県では平成29年の自転車乗用中の交通事故死者数３５人、全員がヘルメット非着用である。
また、負傷主部位が頭部であった方は２７人で、約８割を占める。

出典：愛知県 県民文化部地域安全課 交通安全グループ

＜参考＞愛知県における自転車事故死亡時のヘルメット着用率
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（３）自転車の利用状況 ①交通手段に占める自転車の割合

○平成23年度では、交通手段に占める自転車の割合は約7％であり、自動車の割合は約71％である。
○構成比の推移をみると、自転車は減少傾向にあり、自動車は増加傾向である。

出典：H23中京都市圏総合交通体系調査（豊田市パーソントリップ調査）報告書
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（３）自転車の利用状況 ②都市別にみた通勤・通学時の自転車分担率

○中核市における通勤・通学時の自転車分担率をみると、本市は8.9％であり、中核市平均の15.9％よりも
低い状況である。

出典：平成22年度国勢調査
「常住地又は従業地・通学地による利用交通手段（16区分）別15歳以上自宅外就業者・通学者数」のうち、
「常住地」のデータを用いた「利用交通手段：１種類自転車」/「不詳を除く総数」
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（３）自転車の利用状況 ③目的別にみた自転車・自動車の利用割合
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自動車
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豊田市における目的別自転車、自動車の利用割合

出勤 登校 自由 業務

278

101
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百トリップ

〇自転車利用の割合は、出勤目的が約35％と最も多い状況である。
○自動車の5㎞未満の利用では、自由目的が約68％と最も多くなっている。

※自由目的とは、日常的な家事・買物のほか日常的でない買物、通院、習い事・塾、食事、社交、娯楽、観光、レジャー、地域活動、送迎などをいう
※出典：H23中京都市圏総合交通体系調査（豊田市パーソントリップ調査）報告書を基に豊田市が作成
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（３）自転車の利用状況
＜参考＞豊田市における健康状況（メタボリックシンドロームの状況）

〇豊田市のメタボリックシンドローム該当者の割合は17.6％と、全国や愛知県と比べても高い状況にある。

出典：厚生労働省 特定健康診査・特定保健指導に関するデータ、
第２期豊田市国民健康保険データヘルス計画、第３期豊田市特定健康診査等実施計画 を基に豊田市が作成

出典：国土交通省自転車活用推進本部
ホームページ

特定健康診査受診者に占めるメタボリックシンドローム該当者及び予備群者の割合

27.6
25.7 26.1

【参考】
自転車通勤による体重・体脂肪率の変化30%
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（３）自転車の利用状況 ④自転車の駐輪環境、放置自転車の推移

1 愛環梅坪駅駐輪場 H17.3.1 平面式 491.80 120 無料
2 梅坪駅北駐輪場 H8.12.21 平面式 600.50 228 無料
3 梅坪駅南第１駐輪場 H12.12.21 平面式 170.20 117 無料
4 梅坪駅南第２駐輪場 H8.10.1 平面式 202.10 74 無料
5 上挙母駅北駐輪場 H3.6.1 平面式 112.39 54 無料
6 上挙母駅西駐輪場 H18.1.21 平面式 380.00 160 無料
7 上挙母駅南駐輪場 S56.2.1 平面式 782.77 317 無料
8 永覚駅駐輪場 S60.2.1 平面式 60.49 65 無料
9 貝津駅駐輪場 H17.3.1 平面式 121.54 62 無料
10 上豊田駅西駐輪場 S57.2.1 平面式 211.79 77 無料
11 上豊田駅東駐輪場 H4.4.1 平面式 138.48 45 無料
12 越戸駅駐輪場 H12.11.1 平面式 215.00 80 無料
13 篠原駅駐輪場 S63.1.31 平面式 61.60 51 無料
14 猿投駅西駐輪場 H6.4 平面式 944.54 480 無料
15 猿投駅東駐輪場 H10.2 平面式 64.00 39 無料
16 四郷駅駐輪場 H30.4.2 平面式 601.36 220 無料
17 浄水駅南駐輪場 H17.12.15 平面式 1,404.10 568 無料
18 昭和町駐輪場 H4.4.1 平面式 2,757.05 1019 無料
19 新上挙母駅駐輪場 S63.1.31 平面式 51.35 42 無料
20 新上挙母駅南駐輪場 H20.7.14 平面式 428.62 201 無料
21 新豊田駅駐輪場 H2.4.2 立体自走式、2階2層 340.00 601 無料
22 末野原駅駅前広場駐輪場 H24.3.26 立体自走式、2階2層 180.78 204 無料
23 末野原駅西駐輪場 H4.4.1 平面式 218.00 55 無料
24 竹村駅駐輪場 H9.1.17 平面式 907.45 379 無料
25 土橋駅北駐輪場 H25.4 立体自走式、2階2層 446.45 582 無料
26 土橋駅北第1駐輪場 H25.7 平面式 416.90 273 無料
27 土橋駅北第２駐輪場 H16.1.26 平面式 126.00 78 無料
28 土橋駅南駐輪場 S56.2.1 平面式 444.25 204 無料
29 土橋駅南第１駐輪場 H24.4.3 平面式 170.28 272 無料
30 土橋駅南第２駐輪場 H24.4.3 平面式 74.47 65 無料
31 豊田市駅東駐輪場 H18.11.8 地下式、1階1層 400.00 284 有料
32 西町駐輪場 H4.4.1 平面式 689.26 423 無料
33 平戸橋駅駐輪場 S58.3.20 平面式 269.74 130 無料
34 保見駅駐輪場 S63.1.31 平面式 112.00 93 無料
35 三河上郷駅駐輪場 S63.1.31 平面式 737.50 332 無料
36 三河豊田駅北駐輪場 H16.3.25 平面式 171.98 68 無料
37 三河豊田駅南駐輪場 S55.3.20 平面式 374.00 295 無料
38 三河八橋駅駐輪場 H23.4.1 平面式 1,703.73 457 無料
39 八草駅駐輪場 H20.3.11 平面式 224.64 144 無料
40 若林駅駐輪場 H3.2.12 平面式 1,552.00 640 無料
41 加納バス停駐輪場 S61.3.1 平面式 19.90 20 無料
42 加茂川公園バス停駐輪場 H17.3.24 平面式 9.54 5 無料
43 広瀬バス停駐輪場 H16.3 平面式 19.17 18 無料
44 保健センター口バス停駐輪場 H5 平面式 17.50 12 無料

44箇所 9,653合 計

構 造駐輪場名 開設 料金面積
（㎡）

収容能力
（台数）

○市内には、４４箇所の駐輪場が整備されており、
収容台数は、約9,700台である。

○市内の放置自転車台数は、年間2,000台前後を
推移し、近年は減少傾向。一方、返還率は、近年
減少している。

放置自転車台数・返還率の推移

（台）
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（３）自転車の利用状況

＜参考＞全国の自転車保有台数等の推移

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン平成28年7月
国土交通省 道路局 警察庁 交通局

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン平成28年7月
国土交通省 道路局 警察庁 交通局

自転車及び自動車保有台数の推移

○自転車保有台数は、増加傾向にある。
○愛知県の自転車保有台数の順位は、全国5位と高い。
○自転車の車種別販売台数の伸び率は、スポーツ車が増加傾向にあり、走行性能が高い自転車が増加してい
る。 自転車保有台数の全国順位（H30）

出典：平成30年度自転車保有実態に関する調査報告書
平成30年10月

一般社団法人 自動車検査登録情報協会

全国5位

国内における自転車の車種別販売台数の伸び率
（年間1店あたり）
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（４）自転車の活用推進に関する取組
①おいでんバスを活用したサイクリングプラン
＜自転車を活用した観光の取組＞
豊田市駅から、おいでんバス（快速いなぶ）に自転車を持ち込み、稲武から市街地まで自転車で下るサイクリ
ングプランを作成。

出典：愛知県豊田市の公式観光サイト ツーリズムとよた
https://www.tourismtoyota.jp/columns/detail/4/
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（４）自転車の活用推進に関する取組
②エコ交通をすすめる会における自転車活用推進の取組
産官学共働で組織する「エコ交通をすすめる会」と連携し、通勤や買物等での短距離移動における自転車利用の促進を図る
平成29年度には豊田鉄工(株)全従業員対象とした通勤補助制度の変更に伴う自転車通勤の経済メリットと健康促進効果
の周知を実施。平成30年度は動機付け情報の提供及びスポーツ自転車試乗会を実施した。

動機付け用チラシ
スポーツ自転車試乗会
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（４）自転車の活用推進に関する取組
＜参考＞愛知県における豊田安城サイクリングロードの取組
豊田市から安城市に至る36.3kmの大規模自転車道。豊田市内では、矢作川や枝下緑道沿いを走る豊かな緑と水の
せせらぎが心地よいサイクリングコース。

出典：愛知県道路維持課ホームページ（豊田安城サイクリングロードの紹介）

愛知県のサイクリングロード サイクリングロードマップ



自転車活用推進計画の基本方針案 20２

（１）豊田市の現状と現行計画の評価のまとめ
豊田市の現状

○自転車の交通事故状況
・全事故死傷者数に占める自転車の交通事故死傷者数
の割合は増加。

・自転車×歩行者の交通事故死傷者数も増加。
・年齢別では、高校生以下の年代(15才以下、16～19
才)が突出。愛知県平均と比較して高い。

・愛知県内の市町村では、自転車保険加入促進の条例
化が進んでいる。

○自転車の利用状況
・自転車利用者の割合は、減少傾向にあり他都市と比べて
も低い水準。
・自動車交通への依存度は依然高い状況。
・健康の視点でも、自転車の活用推進が必要。
・放置自転車台数は、近年は減少傾向。

○自転車の活用推進における取組
・おいでんバスと活用したサイクリングプランの取組
・産官学共働のエコ交通をすすめる会の自転車利用促進の
取組

現行計画の評価と課題

【空間づくり】
○自転車通行空間の整備
・自転車事故削減に一定の効果を確認、引き続き経過観察
が必要。
・自転車の車道通行が増加、更なる自転車通行空間の利
用率・安全性の向上が必要。
・道路利用者の声として、満足度が低いドライバーの満足度
向上が必要。

【意識づくり】
○通行ルール周知、マナー向上の取組
・小中高の学生に対して、自転車利用者への啓発活動、交
通安全講習を実施。
・一般の自転車利用者に対する啓発、周知が不足。

【仕組みづくり】
○自動車から自転車への転換を促す取組
・エコ交通出前教室、大規模イベント時における自転車利用
PRを実施。今後は、企業との更なる連携が必要。
・中心市街地内の駐輪場・自転車等放置禁止区域のPRを
実施
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（２）自転車活用推進計画の方向性

国の自転車活用推進計画
目標１：自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成
目標２：サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現
目標３：サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現
目標４：自転車事故のない安全で安心な社会の実現

【方向性】 「空間づくり」、「意識づくり」、「仕組みづくり」の３本柱は継続
「仕組みづくり」は、観光・健康の視点をふまえ拡充

空間づくり
○自転車通行空間の整備

現行計画（とよた快適自転車プラン）

意識づくり
○通行ルール周知、マナー向上の取組

仕組みづくり
○自動車から自転車への転換を促す取組

豊田市の現状 現行計画の評価と課題

上位計画【第８次豊田市総合計画】
（将来都市像）つながる つくる 暮らし楽しむまち・とよた



22２ 自転車活用推進計画の基本方針案

目指すべき姿

歩行者・自転車・自動車が互いに意識し譲り合え、
「だれもが安全で快適に楽しく自転車でつながるまち とよた」の実現を目指す

１．空間づくり ～自転車ネットワーク路線の質の向上～
・自転車ネットワーク路線の安全性・連続性の向上
・自転車通行空間の改善

２．意識づくり ～子どもから大人まで通行ルールの共通認識が持てる啓発・教育の充実～
・自転車安全利用５則の普及啓発の強化
・子どもから大人まで段階的かつ体系的な安全教育の充実
・事故から身を守るための取組の促進

３．仕組みづくり ～自動車から自転車への転換を促し、楽しく自転車を利用できる取組～
・クルマと自転車のかしこい使い分けによる自転車利用促進
・サイクルツーリズムの推進による自転車に乗りたくなる取組の充実
・良好な駐輪環境の確保

取り組むべき施策 ３つの柱

（３）基本方針案


